












〔目的〕 

小児急性淋巴性白血病(ALL)は最近の治療による生存期間は著しく延長した。しかし,中・

晩期になり再発する症例が散発する。これらの再発をなくし,真の治癒を考える適正治療法

の改良のため,中・晩期再発の実態とその要因につき予備検討を行った。 


